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■全学DPと全学CP、APの対応表（2027年度～）
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1
少人数ゼミナール教育を学びの基盤とし、１～４年の各年次に各学部の専門科目としてゼミナールや少人
数型の必修授業を配置する

○ ○ ○ ○ ○

2
文理の壁を越えた総合知・専門知・他者と協働する力・実践力を身につけるために、７つの分野からなる
全学共通の総合科目を置く。総合科目においても少人数教育を徹底させるために各分野に実践科目を配置
する

○ ○ ○ ○ ○

3
グローバル化する社会に対応しうる充分な語学力を涵養するために、少人数クラスを軸とした英語の必修
授業を設けるとともに、多言語多文化学習に対応した外国語科目を配置する

○ ○

4
各学部の教育研究上の目的及びディプロマ・ポリシーにもとづき、専攻領域を段階的かつ体系的に学べる
よう専門科目を配置する

○ ○ ○

5 各学部の壁を越えて、他分野の専門科目を学ぶことができる仕組みとして全学対象専門科目を置く ○ ○ ○

6 各学部の専門的な学修の集大成として、卒業論文・卒業制作・ゼミ論文等を配置する ○ ○ ○

7 グローバル社会におけるリーダー層を育成するために、各学部の特徴を生かした科目を設置する ○

8 副専攻を設け、各学部の専門的な学修（主専攻）を補完する学びのユニットとする ○ ○ ○

1 本学での学修に必要な学力を有している人 ○ ○

2 専攻分野の学びを深め、かつ分野を横断して思考する力を身につけようとする意欲がある人 ○ ○

3 様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力を身につけようとする意欲がある人 ○

4 世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力を身につけようとする意欲がある人 ○ ○

5
デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力を身につけようとする意欲がある
人

○

6
ゼミナール等での学修や探究を通して、主体的に組織や社会のなかで自らの役割を果たす力を身につけよ
うとする意欲がある人

○ ○

学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）
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■全学DPと学部3ポリシーの対応表（2027年度～）
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1
自然科学、人文科学、社会科学の幅広い知識、深い教養を身につけ、私たちの身の回りで起きる問題を総
合的に把握できるとともに、経済学、経営学、そして金融学で学んだ知識や調査・分析手法を使って複雑
化する社会問題を解決できる専門的な知識を修得していること

○ ○

2
多様な情報から問題の本質を捉えた上で、自ら課題を設定し、すでに身につけた知識、技能、経験を活か
し、課題解決に必要な情報を調査収集し、それらを有機的に結びつける能力を有していること

○

3
グローバル化社会において、制度、文化、歴史の違いを超えて、社会現象を理解し、お互いの異質性や多
様性を尊重した上で、オープンかつフェアな姿勢で協働できること

○ ○

4
経済、経営、そして金融に関するデータについて統計手法を使い分析し、その結果を実社会で活用できる
こと

○

5
総合科目や専門科目で学んだ知識や技能を使い、社会に貢献しようとし、自ら実践する意欲を強くもって
行動できること

○

1

総合知・専門知・他者と協働する力・実践力を身につけさせるために、「数理科学・データサイエンス」
「人文科学＋関連領域」「社会科学＋関連領域」「自然科学＋関連領域」「スポーツ科学＋関連領域」
「キャリアデザイン＋関連領域」の６分野から、各分野最低２単位、そして「言語・コミュニケーショ
ン」の分野を合わせた７分野から合計で20 単位を修得しなければならない総合科目を１年次～４年次に設
ける

○ ○ ○ ○ ○

2
グローバル社会において、多様な人々とコミュニケーションをとるために、英語科目を１年次～２年次に
必修科目として設ける

○ ○

3 1年次に「データ分析基礎演習」を設置し、データサイエンスの基本的な手法を涵養する ○ ○

4 各分野にふさわしい専門知識・技能を学べるように、学科単位及びコース単位で必修科目を設ける ○ ○

5
1年次に「教養ゼミナール」と「プレ専門ゼミナール」を配置し、大学で学ぶ基礎となる文章力、表現力、
読解力等の基礎能力を養成する

○ ○ ○ ○ ○

6

2年次より経済学科に「国際経済・経営コース」「経済学と現代経済コース」、経営学科に「ビジネスコー
ス」「企業会計コース」、金融学科に「金融コース」「証券アナリストコース」、そして学科共通として
「ビジネスアナリティクスコース」の７コースを設け、各自の専門とする分野に分かれ、各コースにおけ
る基礎知識を学修するためのコース必修科目及び知識をより深めるための選択科目を設ける

○ ○ ○ ○ ○

7
２年次以降は、コースとリンクした「専門ゼミナール第１部」（２年次）、「専門ゼミナール第２部」
（３年次）、「専門ゼミナール第３部」（４年次）を設け、講義科目等を補完しながら、専門分野をさら
に深く学び、それと同時に能動的な学習態度を養成する

○ ○ ○ ○ ○

8
「専門ゼミナール第３部」では、卒業論文・ゼミ論文等を作成し、４年間の学修の集大成として位置づけ
る

○ ○ ○ ○ ○

9 学部の専門の壁を乗り越えて、他分野の専門科目を学ぶことができる「全学対象専門科目」を設ける ○ ○

10 ナンバリングにより積み上げ式の学修を促し、科目を体系的に配置して履修モデルを提示する
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部

全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）
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■全学DPと学部3ポリシーの対応表（2027年度～）
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全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）

1
経済学部および入学希望学科のアドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、そしてカリキュラ
ム・ポリシーをよく理解し、本学部が設定した教育内容を学ぼうとする明確な意志をもっている人

○

2
わが国および世界の経済や金融、並びに企業等の経営に興味をもち、主体的に研究課題を見つけ出し、解
決に必要な情報等を自ら調べ、調べたことを基に自ら考え抜き、他者と協力しながら、明確な結論を導く
ことができる人

○ ○ ○ ○

3
少人数制のゼミナールで、知識・技能、思考力・判断力、主体性・リーダーシップ、実践力、表現力を身
につけたい人

○ ○ ○ ○ ○
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■全学DPと学部3ポリシーの対応表（2027年度～）
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全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）

1 幅広い知識、深い教養、グローバルな視野、人権尊重及び他者との協調の精神を身につけていること ○

2 外国語の実践的な運用能力を身につけていること ○

3
言語・文学・歴史・民俗・思想・芸術・社会等の分野に関する専門的かつ横断的な知識を修得しているこ
と

○

4
個人またはグループで主体的にテーマを選んで調べ、データの科学的な整理・分析・総合を行い、文章を
論理的に構成し、現代的ツールを用いて能動的に表現し、自説の客観性を高めるために対話する力を身に
つけていること

○

5
現代社会の特徴である多文化・多言語環境のなかで、異文化間の理解・共感・連帯を求め、自ら実践する
意欲を強くもって行動し、在学中に得た知識や技能をグローバルな枠組みで社会生活に応用しうる力を身
につけていること

○ ○

1

総合知、専門知、他者と協働する力・実践力を得させるために「数理科学・データサイエンス」「人文科
学+関連領域」「社会科学+関連領域」「自然科学+関連領域」「スポーツ科学+関連領域」「キャリアデザ
イン+関連領域」の６分野から各分野最低2単位、そして「言語・コミュニケーション」の分野を合わせた7
分野から合計20単位を修得しなければならない総合科目を1年次～4年次に設ける

○ ○

2 各学科での学びに必要な外国語科目は、1～2年次を中心に設ける ○

3 ゼミナールの履修は、1年次から4年次まで必修とし、学修の根幹とする ○ ○ ○ ○ ○

4
初年次に各自が専攻する地域文化について学ぶための基礎的な技術・方法（資料収集、発表・議論の方
法、論文の書き方等）を習得する「基礎ゼミナール」を設ける

○ ○ ○ ○

5
2～3年次に学科ごとに「専門ゼミナール」を設けて高度な調査研究能力を得させる。4年次の「卒業論文ゼ
ミナール」において卒業論文の技法を身につけさせ、執筆のための具体的指導を行う

○ ○ ○

6 4年次に「卒業論文」を必修とし、学部教育の集大成と位置づける ○ ○ ○

7
講義科目には、各自の研究テーマを深めるために必要な幅広い知識を習得するための科目を配し、ゼミ
ナールを補完する

○ ○ ○ ○ ○

8
学部共通専門科目と他学科専門科目は、専攻分野や学科の枠組みを超えて多様な専門領域に接し、多元的
な学びを可能にする科目群から編成される

○ ○ ○ ○ ○ ○

9 他学部・他分野の科目を学ぶことができる全学対象専門科目を設ける ○

10
教職課程科目を専門科目のなかに組み込み、教員免許状の取得を促進する。また、学芸員課程科目につい
ても専門教育と位置づける

○ ○ ○

11 ナンバリングにより積み上げ式の学修を促し、科目を体系的に配置して履修モデルを提示する

12

グローバル・コミュニケーション（GC）、グローバル・ヒューマニティーズ(GH)、デジタル・ヒューマニ
ティーズ（DH）というプログラムを設置する。GCには、より高度で実践的な外国語運用能力の習得を目指
す演習科目を設け、深化するグローバル社会に対応できる主体性と協調性を培う。GHには、各学科での学
びを補完し、地域別の専門性を超えたより広い視野から批判的な眼を養う講義やゼミナールを配置する。
DHでは、デジタル技術を用いて多⾓的にデータを把握し、従来得ることが困難だった情報を収集し、統計
的に評価する力を養う科目を置く

○ ○ ○ ○ ○ ○
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全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）

1
高等学校等での学習に真剣に取り組み、基礎的な知識・技能、思考力、判断力、表現力を身につけ、主体
性と協調性を備えていて、各学科のアドミッション・ポリシーをよく理解したうえで入学を強く希望する
人

○ ○

2
グローバル市民の自覚をもって自文化と異文化を深く理解する意欲のある人。特定の地域の文化および言
語を集中的に学んで身につける一方、世界の諸地域の文化的多様性に目を向け、多言語・多文化学習を志
す人

○ ○

3
主体的に研究課題を選び出し、自ら調べて考え抜き、他者と協力し、研究の分担を決めて自分の役割を果
たす姿勢のある人。具体的には、少人数制のゼミナール、実習、卒業論文に能動的に取り組み、単独で深
く学ぶ姿勢、協調と協働の精神、そしてリーダーシップを総合的に身につけたい人

○ ○

4
対話や討論を行いながら研究を推進し、現地調査も積極的に行うなかで明確な結論を導き出し、それらを
文書および口頭で、現代的なツールを用いて効果的に表現し、発信する力を身につけたい人

○ ○ ○

5
グローバル・チャレンジ（GC）の各外国語プログラムについては、各外国語をさらに掘り下げて理解し、
語学研修や留学を通じて当該地域の文化に関する知見を深め、その外国語を使って卒業論文を執筆する意
欲のある人

○ ○

6

グローバル・ヒューマニティーズ（GH）プログラムについては、各学科での専門的な学びを土台としつ
つ、地域別の視野を超えた人文学全体の立場から物事を批判的に捉え直し、他学科の学生との意見交換を
通じてさらに見識を深め、その成果を洗練された日本語や外国語の卒業論文としてまとめようという意欲
のある人

○ ○

7
デジタル・ヒューマニティーズ（DH）プログラムについては、データサイエンスの基礎を身につけ、それ
を各学科での専門的な学びに結びつけることを通じて、情報テクノロジーを社会で活用する能力を得よう
とする意欲のある人

○ ○ ○ ○ ○ ○

8
日本語教員プログラムについては、諸外国の人々に日本語を教えるなかで国際協力・国際親善の推進に寄
与する意欲のある人

○ ○ ○
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全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）

1 自然科学、人文科学、社会科学の幅広い知識、深い教養を身につけていること ○

2 社会学、メディア学、情報学の専門的知識を修得し、理論的な思考力を身につけていること ○

3
社会学部の学びの核となる社会調査・データ分析、解釈、制作及びそのリテラシーにかかわる専門的な方
法論ならびに技能を身につけ、実習による経験を深めていること

○

4
専門ゼミ、卒業論文・卒業制作を通じ、社会的意義のある研究テーマについて自ら調べ、事実に基づき批
判的な分析を行うことができること

○

5
グローバルリーダーとして文化の違いや国境を越えて他者を理解し、他者の文化を尊重するとともに、社
会学の専門的知識と実践的技能を活かし、社会や地域づくりに貢献する意欲があり、主体的に行動できる
こと

○

6
よりよい社会生活を実現するために、他者に対して自らの考えを的確に表現・発信するとともに、他者の
多様な価値観や意見を尊重し、協働する姿勢を身につけていること

○

7
グローバル社会の中で有用な情報収集、その整理・検討等ができるように外国語運用能力を確実なものと
していること

○

1

総合科目は、学部ディプロマ・ポリシーの項目１に掲げた資質能力に対応した、総合知、専門知、他者と
協働する力・実践力及び総合的な人間力を身につけるための科目であり、１年次～４年次に配置する。
「数理科学・データサイエンス」「人文科学＋関連領域」「社会科学＋関連領域」「自然科学＋関連領
域」「スポーツ科学＋関連領域」「キャリアデザイン＋関連領域」「言語・コミュニケーション」の７分
野があり、そのうち「言語・コミュニケーション」を除く６分野から、各分野最低２単位、合計で20単位
を修得しなければならない

○

2

外国語科目は、学部ディプロマ・ポリシーの項目５及び７に掲げた資質能力に対応した、諸外国の社会と
文化を学び、グローバル時代に相応しい円滑なコミュニケーション、情報収集、整理、検討をする能力を
身につけさせるための科目である。１年次～２年次に英語を必修科目として設け、１年次においては学生
の英語力に合わせた到達度別の少人数クラスを編成する

○ ○

3

「ゼミ科目」群は、学部ディプロマ・ポリシーの項目２に掲げた資質能力に対応した、少人数の指導教授
制を基本とする学部教育の柱であり、１年次の基礎ゼミと、さまざまな方法論を身につける２年次の方法
論ゼミ、卒業論文・卒業制作を仕上げるための３年次の専門ゼミ、４年次の卒業研究ゼミを必修科目とし
て配置する

○

4
「方法科目」群は、学部ディプロマ・ポリシーの項目３に掲げた資質能力に対応した、調査法の基礎的な
科目群を１年次に配し、２年次以降は各自の関心に応じて履修できるように多様な授業科目を配置し、知
識と技能の獲得を確実なものとするとともに、より豊かな社会分析能力を修得する機会を設ける

○

5
「理論科目」群は、学部ディプロマ・ポリシーの項目２に掲げた資質能力に対応した、理論・学説の基礎
的な授業科目を１年次に配し、２年次からは理論的知識の向上を図るためのより専門的な授業科目を配置
する

○

6
学部ディプロマ・ポリシーの項目３に掲げた資質能力を十分に修得させるために、１年次より、各学科に
専攻を設ける

○

7

学部ディプロマ・ポリシーの項目４及び６に掲げた資質能力を十分に修得させるために、卒業論文・卒業
制作を必修とし、学部教育で得てきた専門的な知識の向上とともに、社会調査やメディア制作、データ分
析の経験を活かし、プレゼンテーション能力、発信力の向上を図り、４年間の学部教育の集大成として位
置づける

○ ○

8
各学科の開講科目については「学部共通専門科目・他専攻専門科目」とし、学部ディプロマ・ポリシーの
項目２に掲げた資質能力を十分に修得させるために、柔軟な履修を可能とする

○

9
学部ディプロマ・ポリシーの項目１に掲げた資質能力を十分に修得させ、幅広い視野を養い、専門分野に
関する理解をより深めるために、学部・学科の枠にとらわれない「全学対象専門科目」を設ける

○

10
３年次の専門ゼミ、４年次の卒業研究ゼミの履修にあたっては、順次性を重視し、基礎的科目の既習を条
件として課す

11
学部ディプロマ・ポリシーの項目３に掲げた資質能力に対応した、「社会調査協会」認定科目を開講し、
多くの学生が「社会調査士」資格を取得できるように科目を配置する

○

12
学部ディプロマ・ポリシーの項目５及び７に掲げた資質能力を十分に修得させるために、グローバル関連
科目群を指定し、所定の単位を修得したものに対して修了証明書を発行する

○ ○

13
学部ディプロマ・ポリシーの項目５及び６に掲げた資質能力を十分に修得させるために、国内外を問わず
フィールドワークをはじめとして様々な社会問題や社会事象、地域課題などを現場で学ぶ機会を設ける

○ ○

14 ナンバリングにより積み上げ式の学修を促し、科目を体系的に配置する
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全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）

1 社会のあり方や人間の行動等を学ぶ上で必要となる基礎学力を修得している人 ○ ○

2 社会学の学びを深めるとともに、関連する学問分野についても興味を持ち、学ぶ意欲のある人 ○ ○

3
社会で起こっているさまざまな現象や事象に対して興味･関心をもち、主体的に行動することができる人

○

4 異なる価値観や文化、性別など多様な人々と良好な関係を築き、協働することができる人 ○ ○

5
社会で起こっているさまざまな現象や事象の中から課題を見出し、その原因や解決方法について、自ら情
報を収集および分析し、的確な対応、判断ができる人

○ ○

6 他者の考えや主張を理解するとともに、自分の意見を述べたり表現したりすることができる人 ○ ○
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全学ディプロマ・ポリシー（DP） 学力の三要素

【全学ディプロマ・ポリシー（DP)】
武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、「リベラルアーツ＆サイエンス教育によって総合知・専門知・
他者と協働する力・実践力をバランスよく身につけ、身近な場所での知的探究と実践にたゆまず取り組み、世
界に雄飛して人的交流、組織的・地域的・地球的な課題の解決に貢献しうるグローバルリーダーの養成」とい
う教育の基本目標を掲げると同時に、これを大学のビジョンとしています。本学は、これらのことを自覚し、
リベラルアーツすなわち総合的で分野横断的な教育研究を通じて、またサイエンスすなわち基礎的及び応用的
な科学の探究と実践を通じて、以下のような知識、能力、態度を身につけた学生に対して学位を授与します。

1.専攻分野の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力（専門知、総合知）
2.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力（思考力）
3.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力（異文化への理解、他者と協働する力）
4.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力（実践力）
5.主体性をもって、組織や社会のなかで自らの役割を果たす力（リーダーシップ）

1 総合科目・外国語科目・専門科目の学びを基盤とし、分野を横断して思考する力を身につけていること ○ ○

2
批判的思考力、異文化理解力、英語運用能力を駆使し、情報収集を効果的に行い、有用な情報を得る力を
身につけていること

○ ○ ○

3 データや資料をもとに知的創造力を発揮し、問題発見・課題解決に至る力を身につけていること ○ ○ ○

4
ゼミナールのなかで、グローバルリーダーとして他者と協働し、生産的な議論を行う態度と力を身につけ
ていること

○ ○

1
総合知・専門知を身につけ、多様な価値観や文化を理解し、未来を切り開く協働力とグローバルな課題へ
の対応力を育てるために総合科目を設けます

○ ○ ○

2
英語の資料や文献の閲読、英語の聞き取りだけでなく、自信をもって自分の意見や考えを発信できるよう
高度な英語力を養い、国際的な舞台でリーダーシップを発揮できるコミュニケーション力を育てるために
外国語科目を設けます

○ ○

3
専門知と専門分野の研究に必要なスキルを習得するため1年次から体系的に配置された専門科目を設けま
す。また、批判的思考力や創造力を磨き、自ら問いを立て、その問いを解く力を養い、それらを通じて現
実の問題を解決する力を養うためゼミナール科目を設けます

○ ○ ○ ○ ○

1
高等学校等での学習に真剣に取り組み、基礎的な知識・技能・思考力・判断力・表現力・発信力を身につ
け、主体性と協働性を備えていて、各専攻のアドミッション・ポリシーをよく理解したうえで入学を強く
希望する人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 概ね、CEFRのB1レベル以上に相当する高度な英語運用能力を有する人 ○

3
グローバル化した社会の諸問題を深く理解し、グローバルリーダーを目指す志のある人。異文化理解と多
様性に目を向け、他者尊重の態度を身につけることに意欲がある人

○ ○

4
自主的に知的関心を深め、本学の建学の三理想である「自調自考」を実践するとともに、ゼミナール等の
協働が求められる学びの場においては、協調の精神をもって積極的に参加する意欲がある人

○ ○

5
グローバル化した社会において活躍できる実践力を身につけ、大学院への進学、国際機関やグローバル企
業への就職を志し、グローバルな問題への対応や交渉に携わりたいと願う人

○

学
部
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
（

A
P
）

国
際
教
養
学
部

学
部
デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（

D
P
）

学
部
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（

C
P
）
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